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北アメリカでは、1960年代以降成人の学習の内的なプロセスに注目し調査から知識をえ
ようとする試みが現れるようになる。HouleやTbughの行ったインタビュー調査がその例
となる。なかでも､Tbughの研究は､たぶんに操作的な学習プロジェクト(LeamingPr可ects)
という学習の概念を用いて行われたインタビュー調査をもとにしたものであり、Houleの
調査などと比較し学習の定義やその明確性という点で注目すべきものである。そしてこう
した先駆的な研究から得られた仮説をより普遍的な尺度を用いて検証し、知識をより深め
る研究も現れるようになる。例えばEPS(EducationalParticipationScale)を用いたMomstein
とSmartの調査は、結論として６つの学習参加の要素群を導きだしているが、それら６つ
の要素群からは、Houleの提示した学習者の３つの指向性を見いだすことができる。
MomsteinとSmartと同様にEPSを用いたBoshierらによるメタ分析でもHouleの３つの指
向性がほぼ認められる結果が得られており、Boshierはさらにその結果を発展させてホメオ
スタシスの概念を応用した成人教育への参加の動機モデルを提示している。こうして北ア
メリカにおける成人教育研究は発展していくが、それは、学習者のニーズの充足を重視す
るものであった。
それに対し、学習者のもともともっているニーズの充足よりも、その根源にまで遡り意

識の変容を重視する論者も現れる。そのような論者としてMezirowやBrookfieldがあげら
れるが、とりわけMezirowはデータから帰納的、系統的に概念や命題を生成するgrounded
theoIyに依拠してアメリカのコミュニティカレッジにおける女性の再入学プログラムに関
する全国的調査を行っており、彼の学習論へのこの調査の影響は、その対象へのアプロー
チにおける方法論的考察とともに、検討するに足ると思われる。
このようにして実証的調査から導かれた理論や仮説はさまざまである。しかし本稿はそ

の結果そのものについてのみ議論することを主眼としているわけではない。それぞれの調
査で用いられた方法や定義は、ときにTbughの学習の概念のように操作的なものとなるこ
ともあるが、それらの背後にはさまざまな仮説や期待が存在しているのであり、そのよう
なことがらをも考慮しつつ、成人の学習理論へ寄与した実証的な調査に関する議論をすす
めていきたい。

2．学習の定義-Toughの「学習プロジェクト」一

北米において、成人の学習の内的なプロセスに注目し調査から知識を得ようとする試み
が現れるようになるのは１９６０年代以降のことである。Houleの行った２２名の学習者のイ
ンタビュー調査はその先駆的なものとされ、その後の研究に大きな影響を与えてきた3)4)。
Tbughの研究もHouleの研究に大きな影響を受けたものだが、それが注目されるのは学
習プロジェクト(LearningPrqects)という明確な学習の定義をもってすすめられた点にあ
るといってよい｡彼は学習プロジェクトの概念について詳細な検討を行っているが､Tbugh
を中心とするオンタリオ教育研究所のチームが一連のインタビュー調査で用いた学習の定
義は、以下のようにまとめることができよう5)｡
１.学習プロジェクトは知識や技術を獲得し保持しようとする意図のある一連のエピソー
ドを指し、

２.その知識や技術は、体験から起こる変化と結びついており、
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３.明確なもので、はっきりと個人に意識されたものである。
４．そして少なくとも二日後までその知識や技術を保持する意図があり、
５．それが他の意図の総和よりも強くなければならない。
１６．また、それぞれのエピソードは６ケ月の期間内に起こり合計７時間以上に達するもの
である。
このTbughの学習の定義においてまず注目されるのは、学習プロジェクトをエピソード

の集合として捉えている点である。このエピソードの概念は、1966年に行われた、いくつ
かの成人の学習に関するオープン．エンドのインタビューから立ち上がったものである。
これらのインタビューでは､多くの回答はエピソードとして形づくられていた｡人々は日々
の生活をエピソードの形で計画し描いており、それは現実の生活の中にあるのであって、
研究者によって作為的に経験に置き換えられるものではない。したがって、エピソードに
注目することが、自身が関心をもつ現象を定義する際の最適な心理学的基盤であると
Tbughは考えるのである6)｡…
これに関して､ⅢＫによる成人学習者調査においてTbughの学習の定義をもとにした藤

岡英雄は、Tbughが学習行動を単一の行動としてではなく、日常レベルの個々の行動を構
成要素とし、それらが有機的に結合されたものとして捉えようとしている点に注目し、従
来のように学習期間や学習手段の側からそれに適合するような学習行動を拾っていくので
はなく、学習者の生活行動の中から学習として意味ある行動をすべて取り出そうとしてい
ることを評価している7)。
このようなTbughの学習の定義は、すべてが合理的に説明されるものではないｄたとえ

ば、知識や技術を保持する期間は少なくとも２日間以上であるとしているが､２日として
いる特別の理由があるわけではなく、知識や技術を保持する意図が他の意図の総和よりも
強いことの判断基準も特に示されているわけではない。
しかし、明確な学習の定義は、学習の指し示す内容を対象者に正確に理解させ、調査の

信頼性を高める上で欠くことはできない。また、これは「知識や技術を獲得し保持しよう
とする意図」がありかつ対象者自身に学習のニーズが自覚された場合を対象としている８）
一方、学習の形態を問うものではない9)｡Tbughは、学習参加の決定の局面では学習の恩
恵、望ましい成果があらかじめ意識されているという仮説を提示したが、それはこのよう
に極めて目的的な学習の定義に由来するところが大きい。それは学習の恩恵や期待される
成果､学習の目標の存在は学習の意図を明確化しうるものだからである。
学習の概念は何を対象としそこから何を得ようとするか､すなわち調査の目的や仮説、

期待と不可分であり、それに応じて定められるべきもので、時にはTbughの定義のように
操作的なものともなりうるのである。

3．因子分析による学習参加の動機の指向性
Houleが示した成人学習者の３類型10)は、検証されるべき仮説としてその後の調査研究
を触発したのであるが、代表的なものとしてMornsteinとSmanの調査やBoShierによるニ
ュージーランＦの成人教育プログラム参加者の調査があげられる｡なかでも、Boshierの調
査は、得られた知識をもとにして成人の学習参加の動機の概念的な枠組みを作ろうとした
点で注目される。、
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らかとなっている３９の研究をまとめたものだが、Taylorによれば、すべてが質的方法ある
いは現象学的方法を採用しており、それらの多くは対象者の過去の経験を問うインタビュ
ーであったという。また、それらのうち量的方法を併用していたのは５研究、量的方法を
主要な方法としていたのは２研究に過ぎなかった。彼は、量的方法を用いた研究は認識変
容のプロセスの固有の性質やその結果を示すものだというが、それらが明らかにした重要
な発見はわずかであったとする。しかしながらTaylorはパースペクティブ変容を志向する
学習調査における量的な方法の意義を完全に否定してはいない。彼は次のように述べてい
る｡｢量的なアプローチは認識変容の学習の多様な要素の識別において高い信頼性をもたら
しうる」２３）
Taylorのことばを借りるまでもなく、調査の方法は研究の目的、仮説、対象などに応じ

て選択されるものであり、特定の方法に固定されない。未開拓の領域に仮説を求めるなら
ば質的方法が採用されるであろうし、多くの変数が仮定されている状況下では、影響を及
ぼす多数の変数を処理することのできる量的方法が優先されるかもしれない。こと、実証
的な調査の蓄積に乏しい日本においては、成人の学習理論に貢献するさまざまな知識が必
要とされているのであり、学習の定義や採用する方法のメリットとデメリットを考慮した
実証的な調査が求められているといえよう。
これまで調査における学習の定義と調査の方法論の問題を中心に論じたが、両者に共通

するのは調査者の目的や前提となる学習観、ひいては世界観がそこに反映されているとい
う点である。しかしながら、実際の調査は主観的なものであってはならない。本稿で取り
上げた３研究はいずれも調査に客観性をもたせることに腐心していた。この点から日本に
おける調査研究を顧みるとき浮かび上がってくるのは、調査者の背後にある観点や、採用
する方法を含めて調査が形づくられていくプロセスへの言及が十分ではないという問題で
ある。実際、山本慶裕は、調査研究の枠組みの形成過程の論理的説明が量的な調査におい
ても、少数の事例調査においても不十分であることを指摘している24)。調査の客観性は導
かれた結果の信頼性を左右し《調査の枠組みの前提の記述は調査の客観性を測る上で不可
欠である。ここで指摘した問題が、単に紙幅の制約によるものでないとするならば、日本
の研究者の多くは今後、いかにして調査の客観性を保つかという大きな課題に立ち向かっ
ていかなければならないということになろう。
本稿では、３つの例とともに量的方法、質的方法という指標を用いて議論をすすめてき
たが、実際にはさらに多くの調査方法に分類されうるのであり、また、もろもろの調査方
法が量的方法と質的方法に完全に二分できるものではないということも述べておかなけれ
ばならないだろう。これについて十分な考察を加えることなく論を展開した点は本稿の限
界であり、今後の課題としたい。
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